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熊谷市大麻生地区におけるゴルフ場開設前と後の観察
烏種の出現率の変化

一定例探烏会の結果から－

海老原美夫’
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埼玉県熊谷市大麻生地区では，日本野鳥の会埼玉県支部が1984年５月以来ほとんど毎月

定例で探烏会を開催しているが，その探烏会開催地に1986年10月，県営大麻生ゴルフ場が
開設された．

定例探烏会における出現烏リストにより，ゴルフ場開設の前と後で各烏種の出現率に変

化がみられるかどうかを検討した．

調査地の概要とゴルフ場開設による環境変化

埼玉県熊谷市大麻生地区の探烏地は，秩父から発して埼玉県のほぼ中央部を貫流し東京

湾に流れこむ荒川が，秩父山地から関東平野に流れ出て大きく湾曲し南に流れを変えよう

とする中流域の広い河川敷内にある．

ゴルフ場開設前には，堤防から森林，かん木林，草地，砂れき地，流水面へと移行する

多様な自然環境に恵まれていた．調査地の西側，図１中の⑧地区にはクヌギ，コナラ，エ

ゴノキなどの広葉樹が茂る中にニセアカシアも混じり，下生えにはアズマネザサが，周辺

の草地にはオオマツヨイグサやカワラヨモギなどが生えていた．⑥地区にはアカマツを中

心とした林，◎地区にはスギやケヤキの大木が茂り面積も広い混交林，⑥地区には桑など

の畑，⑥地区には野菜畑が広がっていた．それらから流水面にかけて，①地区が草地，②

地区が砂れき地である（図１)．

当時の探烏会コースは，秩父鉄道大麻生駅前を出発，土手の上から周辺を観察したあと，

桑などの畑，アカマツを中心とした林，草原地帯をぬけて河原に出るというコースが多かっ
た（図１)．

県営大麻生ゴルフ場は1986年１０月開場，面積81.8ha，１８ホールのゴルフ場である（日

本消費者連盟1989)．

ゴルフ場開設後は，桑などの畑（⑥）がまったく失われた．アカマツ林（⑤）はゴルフ

場内に残っているが，樹木の本数は少なくなり，位置的な状況からも探烏会の観察対象に

ならなくなった．クヌギ・コナラ林（⑧）はある程度ゴルフ場開設前の状況を保っており，

探烏会の観察対象にもなりうる（図２)．ゴルフ場開設後の探烏会コースは，従来の探烏

会コースの中央部がゴルフ場になってしまったため，ゴルフ場の周囲をまわって河原に出

1990年10月10日受理

１．日本野鳥の会埼玉県支部．〒336埼玉県浦和市鹿手袋５－６－１２
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図１．ゴルフ場開設前の調査地の概観．

Fig.１．Generalviewofthestudyareabeforetheopeningofthegolfcourse．
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るコースになった．季節や状況によって，上流（図の左側）に向かうコースと下流（図の

右側）に向かうコースのどちらかを選んでいる（図２)．

同ゴルフ場における農薬使用状況は，1987年４月から1988年３月までの１年間に，気管

支ぜん息様発作などの中毒症状を起こすキャプタン水和剤など殺菌剤が11種類1.7ｔ（薬剤

によって，使用量にkgと２の２通りの表示があるが１kg＝１２として計算する)．マガモ

の受精卵に塗布する実験で奇形が現れているダイアジノン乳剤などの殺虫剤が４種類1.1t，

アメリカ科学アカデミーが発ガン性の危険が高いとしているアシュラム液剤など除草剤が

7種類1.9t，年間で合計22種類4.7tの農薬が使用されている（日本消費者連盟1989)．

1987年11月から1988年10月までの１年間では，同ゴルフ場で合計3.04tの農薬が使用さ

れている（日本消費者連盟1990)．

したがって，同ゴルフ場においては常時年間合計３～４tの農薬が使用されているもの

と推察される．

以上要するに，ゴルフ開設による環境変化としては，81.8haにわたり，桑畑，やぶ，

森林などの多様な環境が消失して，芝生を主体とした単純な環境となり，その中に１日中

人がいる状態となったことが目にみえる最も大きな変化であり，年間３～４tのさまざま

な種類の農薬が散布されるようになったことも重要な環境変化である．

また，立ち入ることのできない地域が生じたために，探鳥会コースを変更せざるを得な

くなったことも，探烏会出現烏種に変化を与える要因である．

ゴルフ場と荒川本流とは，最短直線距離で約150ｍ以上離れている．その間の草原，河

原にはゴルフ場開設にともなう変化はない．

／

探鳥会出現鳥リストからの検討方法

日本野鳥の会埼玉県支部の探烏会の参加者数は最低11人，最高66人，平均26人で，２人

以上の参加者によって確認された烏種で出現烏リストを作成している．

そのリストは出現の有無が記載されているだけで，個体数の記録はない．したがって個

体数の変化を検討することはできず，出現率の変化を検討した．

ここで出現率とは，ある期間内に開催された探鳥会の回数に対する，その烏種が観察さ

れた探烏会回数の百分率のことである．

ゴルフ場開設が1986年10月であることから，１０月から翌年９月までを期間単位として，

1984年10月から1985年９月までのゴルフ場造成工事前の期間を第１期，1985年10月から

1986年９月までのゴルフ場造成工事中の期間を第Ⅱ期，1986年10月から1987年９月までの

ゴルフ場開設後１年目の期間を第Ⅲ期，1987年10月から1988年９月までのゴルフ場開設後

２年目の期間を第Ⅳ期に分け，この期間のみを検討対象とした．

上記期間内に定例探烏会で観察された全烏種は，次のとおり13目30科94種である（日本

野鳥の会埼玉県支部1984-1988)．

カイツブリ目カイツブリ科

コウノトリ目サギ科

ガンカモ目ガンカモ科

カイツブリ
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コハクチョウ＊マガモカルガモ

アマサギ＊ダイサギ

コガモヒドリガモ率
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アオゲラ＊アカケラコゲラ＊

ヒバリ
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イワツバメ寧寧
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ミソサザイ＊
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セキレイ科

ヒヨドリ科

モズ科

ミソサザイ科

ヒタキ科

エナガ科

シジュウカラ科

メジロ科

ホオジロ科

アトリ科

ハタオリドリ科

ムクドリ科

カラス科

このうち，＊をつけた43種は対象期間中の観察回数が５回以下であるため，出現率の傾

向をみるにはデータ不足と考えられるので，検討対象から削除する．また，＊＊をつけた

トビ，オオタカ，ツバメ，イワツバメの４種は，おおむね上空通過の観察であり，ゴルフ
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表２．各観察烏種の開設前と開設後における出現率の変化

Table２．Variationofoccurrenceratioofeachspeciesbeforeandaftertheopeningofthe
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０
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●
●
●
●
●
●
●
●
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０
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船
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仙
鍋
妬
髄
皿
肥
砺
加
認
船
、
碗
、
側
認

１
１

１

期間別出現率． （Ⅲ．Ⅳ期の平均出

現率）一（１．Ⅱ期

の平均出現率）

計算対

象期間
鳥類名

８
１
０
０
５
２
１
９
４
２
４
０
０
５
４
５
４
４
４
５
０
２

●
●
●
●
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●
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０
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０
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５
１
４
１
１
｜
宅
宅
－
８
５
２
２
２
５
１
３

第１期 第Ⅱ期 第Ⅲ期 第Ⅳ期

森林・草原の鳥
コジュヶィ

キジ

キジバト

アカゲラ

ヒパリ

ヒヨドリ

モ ズ

ジョウビタキ

ツグミ

ウグイス

オオヨシキリ

セッカ

シジュゥカラ

メジロ

ホオジロ

カシラダカ

ァオジ

カヮヒラワ

シメ

スズメ

ムクドリ

カケス

オ ナ ガ

ハシボソガラス

ハシブトガラス

水辺の鳥
カイツブリ
ゴイサギ

ササゴイ

ダイサギ

コ サ ギ

マガモ

カルガモ

コガモ

オナガガモ

バン

コチドリ

イカルチドリ

クサシギ

イソシギ

タシギ

ユリカモメ

コアジサシ

カワセミ

キセキレイ

ハクセキレイ

セグロセキレイ

タヒバリ

●Ａ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
⑩
ｕ
皿
廻
叫
鴫
肥
Ⅳ
旧
岨
加
虹
犯

９
５
５
４
皿
８
５
４
８
６

全
全
一
全
全
一
全
一
一
一
一
全
全
全
一
一
一
全
全
全
全
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皿
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５
５
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０
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０
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側
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釦
認
０
闘
肥
例
諏
記
帥
船
妬
卵
加
髄

１
１

１
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０
０
０
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０
０
０
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０
７
０
０
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０
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印
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伽
、
拓
側
側

１
１
１
１

１

１
１
１
１
１

１
１

×１００

計算対象期間内に開催された全探烏会の回数
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計算対象期間内にその鳥種が観察された探烏会の回数
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*期間別出現率＝
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場開設との関連を考える対象からは削除したほうが適切と考える．

残り47種を，水辺の烏（Ａ）２２種，森林・草原の烏（Ｂ）２５種の２グループに分け，か

つ前記Ｉ～Ⅳの各期間に分けた探烏会出現烏リストは，表１のとおりである．

各烏種・各期間ごとの出現率を計算するにあたり，各期間内での探烏会開催に天候など

の影響により若干の差があるので，渡り鳥と留鳥を全部一律に計算すると，渡り鳥の出現

率比較に不正確が生ずるおそれがある．そこで，それぞれの烏種ごとに，この地域で観察

される期間を計算対象の期間として出現率を計算した（表２)．出現率の増減の傾向を判

断するにあたっては，ゴルフ場開設前と後の比較が目的であることから，Ｉ期．Ⅱ期の平

均出現率とⅢ期．Ⅳ期の平均出現率の差を計算し，表２に記入した．

１．Ⅱ期とⅢ．Ⅳ期の平均出現率の差が10％以上の場合を増加または減少とし，さらに

各期ごとの出現率の変遷をみて，増加または減少の傾向にあることを確認した．１．Ⅱ期

とⅢ。Ⅳ期の平均出現率の差が10％以下の例はどちらともいえないとした．

結果および考察

表２から，出現率が開設前に比べ，水辺の烏で増加傾向にあるものは８種，減少傾向に

あるものは８種，どちらともいえないものは６種と判断される．また，森林・草原の鳥で

は，増加傾向にあるものは３種，減少傾向にあるものは11種，どちらともいえないものは

10種と考えられる．

すなわち，ゴルフ場開設の前と後で，水辺の烏では全体として出現率に増減の傾向は表

れなかったが，森林・草原の烏では全体として明らかに減少傾向にある．

水辺の鳥で全体として増減の傾向がみられなかったのは，前記のとおり，ゴルフ場と荒

川本流とは，最短直線距離で約150ｍ以上離れていて，その間の草原，河原にはゴルフ場

開設にともなう変化はないこと，農薬による影響があるとすれば，観察地点より下流に現

れるだろうと思われることなどのためであると考えられる．

森林・草原の烏で増加傾向のみられた種についてみると，ジョウビタキは町中の公園や

人家の庭先にもよく現れ，森林や草原への依存度は低い．オオヨシキリが生息しているヨ

シ原は，ゴルフ場建設による破壊をのがれており，探烏会コースの変更による出現率増加

が考えられる．一方，減少傾向のみられた種についてみると，アカゲラ，ウグイス，アオ

ジなどのように森林への依存度が高い種である．

以上のことから，森林・草原の烏が全体として減少傾向にあるのは，ゴルフ場開設によ

る森林，やぶなどの多様な環境の喪失が原因であると考えられる．現在日本各地で森林な

どの自然環境が切り開かれゴルフ場が多数開設されているが，そうしたゴルフ場開設が野

鳥の生息に多大な影響をおよぼしていることは明らかである．
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松井昭吾氏をはじめとする日本野鳥の会埼玉県支部の仲間たちには，様々な助言をいただいた．樋

口広芳博士には適切なご指導をいただいた．あわせて感謝する．

要約

熊谷市大麻生地区で開催されている日本野鳥の会埼玉県支部の定例探烏会の観察結果を，ゴルフ場
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開設前と後に分けて分析した．その結果，ゴルフ場開設後は，水辺の鳥の出現率には全体として増減

の傾向はみられなかったが，森林・草原の鳥の出現率は減少傾向にあった．とくに森林・草原に対す

る依存度の高い種の減少が目立った．
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Changeinoccurrenceratioofbirdspecies,beforeandaftertheopening

ofagolfcourseinOhasohDistrict，KumagayaCity，fromrecords

ofperiodicofficialbirding

YoshioEbihara1

Ａｎａｎａｌｙｓｉｓｗａｓｍａｄｅｏｆｔｈｅｒｅｃｏｒｄｓｏfperiodicofficialbirdingconductedbythe

Saitama-kenchapter，WildBirdSocietyofJapaninOhasohDistrict，KumagayaCity，

ｗｉｔｈｐａｒｔｉｃｕｌａｒｅｍｐｈａｓｉｓｏｎｔｈｅｖａｒiationofhabitatbeforeandaftertheopeningofthe

golfcourse、Anoccurrenceratioforeachspecieｓｗａｓｃａｌｃｕｌａｔｅｄａｓｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆｂｉｒding

tripsonwhichthatspecieswasobserved，dividedbythetotalnumberofbirdingtrips

takenduringthel2monthperiodandmultipliedbylOO・Nosignificantincreaseor

decreasｅｗａｓｓｅｅｎｉｎｔｈｅｏｃｃｕｒｒｅｎｃｅｒａｔｉｏｏｆwaterbirdsingeneral，aftertheopeningof

thegolfcourse，However，adecreasingtrendinoccurrenceratioofforestandgrassland

birdswasobserved，particularlyinthosespecieswithhigherrelianceonforestandgrass‐
landhabitats、

１．５－６－１２Shikatebukuro，Ｕｒａｗａ，Saitama３３６


